
藤原（1989）は、映画評論家と一般の人々の映
画嗜好の違いを明らかにするために、1981年度
から 1988年度までの『キネマ旬報』のベスト・
テンの分析を行なった。その結果読者の評価と評
論家の評価が一致しない外国映画一覧をはじめて
明らかにした。また藤原（2005）は 1990年度か
ら 2003年度までのベスト・テン・データー、更
に藤原（2011）は 1955年度から 2010年度のほぼ
半世紀にわたるベストテン・データーで同様の分
析を行なった。分析の手順は以下のごとくであ
る。キネマ旬報の読者のベスト 20には入ってい
るが、評論家のベスト 20 には登場しない映画、
そして逆に、評論家のベスト 20には入っている
が、読者のベスト 20には登場しない映画がどの
ような映画であるのかを示した。筆者は、「読者
偏愛」の映画、後者を「評論家偏愛」の映画と筆
者は命名している。ただ 1955年から 1971年まで
は、男女別々に集計が行なわれていたこと、そし
て選考委員の数が少ないという問題もあり、ベス
ト 20ではなくベスト 10 で集計・分析を行なっ
た。同様の分析は日本映画に対しても行われてい
る（藤原，2013）。
上述した藤原（2011, 2013）の研究の主眼は、

評論家と一般読者の間で映画への嗜好の差異・乖
離を明らかにすることであったが、本研究におい
ては映画評論家と映画雑誌読者の嗜好の共通な部
分に注目する。既にある年度に限ってではある
が、両者の共通性に注目した研究も存在する。す
なわち、1981年度から 1988年度に関しては藤原
（1989）、2001年度から 2003年度に関しては藤原
（1989）で既に報告してきた。また藤原（2014）

は、1955年度から 2010年度に公開された外国映
画を対象に同様の分析を行ってきたが、今回は日
本映画を対象として、1955年度から 1971年度ま
では『キネマ旬報』ベット・テンで共通に上位 10

位までに入る日本映画、1971年度から 2010年度
までは共通に上位 20位までに入る日本映画をカ
ウントした。図はその結果を図示したものであ
る。横軸が映画雑誌読者の順位、縦軸が映画評論
家の順位が 2次元の直交座標軸上に示されてい
る。この図の 45度の直線上にある映画は、評論
家の評価とキネマ旬報の読者の順位がぴったりと
一致する映画である。この直線から離れるに従
い、映画評論家と映画雑誌読者の間に乖離が生じ
ていることを意味する。両者の評価にズレが少な
い映画群は、鑑賞者のキャリア・レベルとは無関
係に高い評価をうけていることから、良好でバラ
ンスの取れた映画と言えるかもしれない。微妙な
違いだが、45度の直線から下方向に位置してい
る映画は、読者が相対的に高い評価を下している
映画で、映画雑誌読者好みの映画である。逆に、
45 度の直線から上方向に位置している映画は、
評論家が相対的に高い評価を下している映画で、
映画評論家好みの映画ということになる。とはい
え今回の報告は、藤原（2014）同様に両者の差異
と言うよりは、共通性に注目して分析を行なった
結果の報告である。
両者の共通性を示す年度別の一致率は図 2に示
されている。1955年度から 2010年度までの年度
全部を通しての平均一致率を計算すると 75％で
ある。なお 1955年度から 1971年度までの平均一
致率は 76％、1972年度から 2010年度までの平均

〈資料〉

映画の内容分析（4）＊

──映画評論家も映画雑誌読者も共通に好む日本映画とは？──

藤 原 武 弘＊＊

─────────────────────────────────────────────────────
＊キーワード：映画嗜好、映画評論家、映画雑誌読者
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1955年度

浮草日記

血槍富士

女中ッ子

警察日記

ここに泉あり

生きものの記録

野菊の如き
君なりき

夫婦善哉

浮雲

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1956年度

あなた
買います

カラコルム

太陽とバラ

流れる

早春

ビルマの竪琴

猫と庄造と二人のをんな

夜の河

真昼の暗黒

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1957年度

異母兄弟

爆音と大地

どたんば

気違い部落

どん底

蜘蛛巣城
喜びも悲しみも

幾歳月

純愛物語

米

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1958年度

巨人と玩具

夜の鼓

無法松の
一生

裸の太陽

炎上

彼岸花

楢山節考

隠し砦の三悪人

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1959年度

人間の条件（第3・4部）

浪速の恋の物語

人間の条件
（第1・2部）

野火

キクとイサム

にあんちゃん

荷車の歌

人間の壁

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1960年度

武器なき斗い

秋日和

笛吹川

悪い奴ほどよく眠る

黒い画集

おとうと
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1961年度

はだかっ子

あれが港の灯だ

反逆児

名もなく
貧しく美しく

人間の条件・完結篇

永遠の人

用人棒

不良少年

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1962年度

秋津温泉

秋刀魚の味

破戒

キューポラのある街

切腹私は二歳

椿三十郎

人間

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1963年度

非行少女

しとやかな獣

武士道
残酷物語

太平洋ひとりぼっち

五番町
夕霧楼

天国と地獄

にっぽん昆虫記

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1964年度

仇討

赤い殺意

越後つついし
親不知

香華

砂の女

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1965年度

悪党

ブワナ・トシの歌

水で書かれた物語

日本列島

にっぽん
泥棒物語

東京
オリンピック

赤ひげ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1966年度

こころの山脈

アンデスの花嫁

本能

他人の顔

湖の琴

紀ノ川

人類学入門

白い巨塔
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1967年度

忍者武芸帳

あかね雲

智恵子抄

華岡青洲の妻

乱れ雲

日本のいちばん長い日

上意討ち

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1968年度

人生劇場・
飛車角と吉良常

日本の
青春

初恋・地獄篇

首

黒部の太陽

絞死刑

神々の深き欲望

肉弾

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1969年度

風林火山

男はつらいよ

橋のない川

かげろう

少年

私が棄てた女

心中天網島

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1970年度

裸の十九才

男はつらいよ・
望郷篇

影の車

無常

どですかでん

家族

戦争と人間

エロス＋虐殺

地の群れ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

10 5 1位

1971年度

八月の
濡れた砂

書を捨てよ
町を出よう

いのちぼうにふろう

戦争と人間・第二部

沈黙

儀式

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1972年度

人斬り与太・狂犬三兄弟

午前中の時間割
女売り出します

夏の妹
濡れた唇

海軍特別年少兵
一条さゆり
濡れた欲情

旅の重さ
故郷

軍旗はためく下に
忍ぶ川

約束
男はつらいよ・
柴又慕情

白い指の戯れ

さそり

人生劇場
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1973年度

人間革命
男はつらいよ・
寅次郎夢枕

恋人たちは
濡れた

赤い鳥逃げた？

朝焼けの詩

仁義なき戦い・広島死闘篇

戦争と人間
・完結篇

男はつらいよ・
寅次郎忘れな草

股旅

仁義なき戦い
青幻記

恍惚の人

仁義なき戦い・
代理戦争

戒厳令

四畳半襖の
裏張り

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1974年度

仁義なき戦い・完結篇

ねむの木の詩
赤線玉の井・ぬけられます

濡れた欲情・特出し21人

小林多喜二
男はつらいよ・
寅次郎恋やつれ

妹
赤ちょうちん

仁義なき戦い・
頂上作戦

龍馬暗殺
青春の
蹉跌

砂の器

サンダカン八番娼館・望郷

華麗なる一族

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1975年度

吾輩は猫である

宵待草

実録阿部定

昭和枯れすすき
青春の門

同胞（はらから）

新幹線大爆破

男はつらいよ・
寅次郎相合い傘

金環蝕
祭りの準備

仁義の墓場

田園に死す

化石

ある映画監督の生涯
溝口健二の記録

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1976年度

君よ憤怒の河を渉れ

狂った野獣

さらば夏の光よ

やくざの墓場・
くちなしの花

あにいもうと
犬神家の一族

大地の子守歌

青春の殺人者
男はつらいよ・

寅次郎夕焼け小焼け

不毛地帯

嗚呼！花の応援団

新・仁義なき戦い・組長最後の日
パーマネント・ブルー

真夏の恋

任侠外伝・
玄海灘

江戸川乱歩猟奇館
屋根裏の散歩者

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1977年度

男はつらいよ・
寅次郎と殿様

悲愁物語

江戸川乱歩の
陰獣

北陸代理戦争

竹山ひとり旅
はなれ瞽女おりん

青春の門・自立篇
悪魔の手毬歌

八甲田山

幸せの黄色いハンカチ

ボクサー
突然嵐のように

やくざ戦争
日本の首領

八つ墓村

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1978年度

キタキツネ物語
柳生一族の陰謀

最も危険な遊戯

冬の華

鬼畜
帰らざる日々

事件

サード
曽根崎心中

ダイナマイトどんどん

愛の亡霊

男はつらいよ・
寅次郎頑張れ

博多っ子純情
人妻集団暴行致死事件
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1979年度

十九歳の地図

男はつらいよ
翔んでる寅次郎 天使のはらわた

赤い教室

月山

赫い髪の女

夜叉ヶ池

十八歳、海へ

その後の仁義なき戦い
もっとしなやかに
もっとしたたかに

銀河鉄道999

あゝ 野麦峠

衝動殺人
息子よ

復讐するは我にあり
太陽を盗んだ男

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1980年度

海潮音

震える舌
純

天平の甍

太陽の子
てだのふあ

父よ母よ！
四季・
奈津子 狂い咲き

サンダーロード

翔んだカップル

男はつらいよ・
寅次郎
ハイビスカスの花

復活の地

二百三高地

影武者

遙かなる
山の叫び声

神さまのくれた
赤ん坊

ヒポクラテスたち

ツィゴイネルワイゼン

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1981年度

嗚呼！おんなたち・猥歌

ガキ帝国

ええじゃないか
北斎漫画

典子は今

セーラー服と機関銃

狂った果実
のようなもの

日本の熱い日々／
謀殺・下山事件

スローな
ブギにしてくれ

幸福

駅・
STATION

泥の河
遠雷

陽炎座

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1982年度

野獣刑事
男はつらいよ・
寅次郎あじさいの恋

オン・ザ・ロード

未完の対局

水のないプール

疑惑

TATOO
［刺青あり］

誘拐報道

さらば愛しき大地

転校生

蒲田行進曲

ウィークエンドシャッフル

鬼龍院花子の
生涯

マタギ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1983年度

俺っちのウェデイング

居酒屋兆治

ダブルベッド
ふるさと

竜二
魚影の群れ

天城越え

楢山節考
東京裁判

細雪
家族ゲーム

戦場の
メリークリスマス

時をかける少女

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1984年度

男はつらいよ

序の舞 うる星やつら／
ビューティフル・ドリーマー

逆噴射家族

上海
バンスキング

ときめきに死す

チンピラ
海燕ジョーの奇跡

廃市

おはん

瀬戸内
少年野球団

お葬式
Wの悲劇

麻雀
放浪記

風の谷の
ナウシカ

さらば箱舟

伽倻子のために
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1985年度

薄化粧

友よ静かに瞑れ

タンポポ
花いちもんめ

食卓のない家

早春物語

恋文

火まつり
台風クラブ

乱
それから

さびしんぼう

ビルマの
竪琴

ラブホテル

銀河鉄道の夜

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1986年度

夢みるように
眠りたい

新・喜びも
悲しみも
幾歳月

ジャズ大名

恋する女たち
鑓の権三

野ゆき山ゆき海べゆき

鹿鳴館

キネマの天地

天空の城
ラピュタ

火宅の人
人間の約束
ウッホッホ探検隊

コミック雑誌なんかいらない
海と毒薬

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1987年度

塀の中の懲りない面々
恋人たちの時刻
別れぬ理由

トットチャンネル
BUSU

ちょうちん
光る女

女衒

映画女優
男はつらいよ・知床慕情

永遠の1／2

ゆきゆきて神軍
マルサの女

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1988年度

バカヤロー！
私、怒ってます

1999年の
夏休み

リボルバー

いこかもどろか

木村家の人びと

ロックよ、
静かに流れよ

TOMORROW／明日
となりのトトロ

異人たちとの夏

火垂るの墓

快盗ルビイ

敦煌
華の乱

マルサの女2

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1989年度

善人の
条件

潤の街
Aサインデイズ

キッチン
あ・うん

利休
北京的西瓜

千利休
どついたるねん

黒い雨

魔女の
宅急便

社葬
その男、

凶暴につき

座頭市

誘惑者

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1990年度

あげまん

男はつらいよ・
ぼくの伯父さん 病院へ行こう

東京上空
いらっしゃいませ

宇宙の法則

鉄拳
白い手

浪人街

われに撃つ用意あり

死の棘

櫻の園
少年時代

夢
バタアシ
金魚

3-4×10月

つぐみ
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1991年度

遊びの時間は終わらない

福沢諭吉
風、スローダウン
戦争と青春

おいしい結婚
泣きぼくろ

夢二
おもひで
ぽろぽろ

12人の優しい日本人

無能の人
八月の狂詩曲

大誘拐
息子

ふたり

あの夏、
いちばん
静かな海。 評

論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1992年度

パイナップルツアーズ
女殺油地獄
継承盃

復活の朝

おこげ

ザ・中学教師

寝盗られ宗介
いつかギラギラする日

橋のない川

紅の豚

青春デンデケデケデケ
シコふんじゃった

死んでもいい

阿賀に生きる

きらきらひかる
濹東綺　

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1993年度

機動警察
パトレイバー2

教祖誕生

虹の橋

月光の夏
ゲンセンカン主人

ヌードの夜
わが愛の譜・滝廉太郎物語
愛について、東京

病院で死ぬということ

月はどっちに出ている
お引越し

ソナチネ
僕らはみんな生きている

学校

まあだだよ

眠らない街・新宿鮫

はるか、ノスタルジィ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1994年度

夜がまた来る

47人の刺客

怖がる人々
女ざかり

800/
TWO LAP RUNNERS

夏の庭The Friends
棒の哀しみ

全身小説家
居酒屋ゆうれい

忠臣蔵外伝四谷怪談

119

平成狸合戦
ぽんぽこ

毎日が夏休み
トカレフ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1995年度

三たびの海峡

GONIN

耳をすませば
蔵

マークスの山
KAMIKAZE TAXI

深い河

幻の光

東京兄妹

写楽

午後の遺言状

Love Letter

ガメラ/
大怪獣空中決戦 評

論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1996年度

おかえり

わが心の銀河鉄道
宮澤賢治物語

（Focus）

お日柄もよく
ご愁傷さま

岸和田少年愚連隊
絵の中のぼくの村

眠る男
キッズ・リターン
Shall we ダンス？

（ハル）

トキワ荘の青春
学校Ⅱ

ビリケン

スワロウテイル

ガメラ2
レギオン襲来

男はつらいよ・
寅次郎紅の花

GONIN2
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1997年度

失楽園
ひみつの花園

愛する
傷だらけの天使

東京日和

もののけ姫
うなぎ

ラヂオの時間

誘拐
バウンス
koGALS

東京夜曲

瀬戸内
ムーンライト・セレナーデ

萌の朱雀

鬼火

20世紀
ノスタルジア

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1998年度

風の歌が聴きたい

ラブ＆ポップ
SF

サムライ・
フィクション

中国の鳥人

愚か者傷だらけの天使
犬、走るDOG RACE

学校Ⅲ
CURE
キュア

カンゾー先生
がんばっていきまっしょい

愛を乞う人
HANA-BI

踊る大捜査線
THE MOVIE

絆─きずな─

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

1999年度

あの、夏の日
とんでろじいちゃん

ホーホケキョ
となりの山田君

黒い家

ワンダフルライフ
コキーユ貝殻

おもちゃアドレナリン
ドライブ

あ、春 金融腐食列島［呪縛］

鉄道員
39

刑法第三十九条

のど自慢
菊次郎の夏
大阪物語 評

論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2000年度

人狼JIN-ROH

地雷を踏んだらサヨウナラ

新・仁義なき戦い。

漂流街
THE HAZARD CITY

カリスマ

独立少年合唱団

十五才・学校Ⅳ
御法度
ナビィの恋

顔

雨あがる
はつ恋

どら平太

ホワイトアウト

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2001年度

ターン

ココニイルコト

忘れられぬ
人々

連弾

赤い橋の下のぬるい水

リリィ・シュシュのすべて
風花

EUREKA（ユリイカ）
千と千尋の神隠し

GO

ウォーター
ボーイズ

日本の黒い夏（冤罪）

ホタル
かあちゃん

みんなのいえ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2002年度

突入せよ！
あさま山荘事件

なごり雪
海は見ていた

Dolls（ドールズ）
助太刀屋助六

害虫

とらばいゆ

AIKI

ごめん

刑務所の中
KT

たそがれ清兵衛

OUT

阿弥陀堂だより

ピンポン
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2003年度

スパイ・ゾルゲ
わたしのグランパ
アカルイミライ

ゲロッパ！
ロボコン

六月の蛇

座頭市

阿修羅のごとく
ジョゼと虎と魚たち

赤目四十八瀧心中未遂美しい夏キリシマ
ヴァイブレータ

ドッペルゲンガー
ぼくんち

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2004年度

東京原発

花とアリスハウルの動く城

笑の大学
深呼吸の必要

チルソクの夏

スウィングガールズ

隠し剣鬼の爪
父と暮らせば

下妻物語
血と骨
誰も知らない

理由

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2005年度

トニー滝谷
亡国のイージス

春の雪

交渉人
真下正義

空中庭園
男たちの大和／

YAMATO

カナリア

運命じゃない人
メゾン・ド・ヒミエ
いつか読書する日

パッチギ！
ALWAYS三丁目の夕日

リンダ
リンダ
リンダ

蟬しぐれ

カーテンコールNANA

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2006年度

寝ずの番

THE有頂天ホテル時を
かける少女ヨコハマ

メリー

長い散歩

間宮兄弟

やわらかい生活

ストロベリー
ショートケイクス

かもめ食堂
博士の愛した数式
嫌われ松子の一生

武士の一分

ゆれる
フラガール

雪に願うこと
紙屋悦子の青春

明日の記憶

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2007年度

バッテリー 東京タワー
オカンとボクと、時々オトン

転々

殯の森

魂萌え！

サイドカーに犬
河童のクゥと夏休み

サッドヴァケイション
しゃべれどもしゃべれども

天然コケッコー
それでもボクはやってない

夕凪の街
桜の国

腑抜けども、
悲しみの愛を見せろ

ALWAYS
続・三丁目の夕日 キサラギ

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2008年度

休暇

その日のまえに

人のセックスを
笑うな

接吻

崖の上のポニョ

百万円と苦虫女
アフタースクール

クライマーズ・
ハイ

闇の子供たち
歩いても歩いても
トウキョウソナタ

ぐるりのこと。
おくりびと

実録・連合赤軍
あさま山荘への道程

母べえ
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評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2009年度

フィッシュストーリー

南極料理人

重力ピエロ

風が強く吹いている
誰も守ってくれない

サマーウォーズ

沈まぬ
太陽

劔岳点の記

ディア・ドクター
ヴィヨンの妻～桜桃とタンポポ～

愛のむきだし

空気人形
ウルトラミラクル
ラブストーリー

のんちゃんのり弁

大阪ハムレット

評
論
家
順
位

読者順位

1

5

10

15

20

20 15 10 5 1位

2010年度

今度は愛妻家
最後の忠臣蔵

春との旅
パーマネント野ばら

アウトレイジ

武士の
家計簿

ヌードの夜
／愛は惜しみなく奪う

海炭市叙景

ヘブンズストーリー

必死剣鳥刺し
キャタピラー

川の底からこんにちは
十三人の刺客

悪人
告白

評論家・読者
一致映画

59％

評論家
偏愛映画

20％

読者
偏愛映画

21％

一致率は 74％である。
また読者偏愛映画ならびに評論家偏愛映画も含
めたベン図を作成すると、図 3に示したように、
両者共通に高い評価を受ける日本映画は 59％、
評論家偏愛映画 20％、読者偏愛映画 21％ とな
る。なお 1955年度から 1971年度までの両者共通
に高い評価を受ける日本映画は 60％、評論家偏
愛映画 18％、読者偏愛映画 22％となる。1972年
度から 2010年度まで両者共通に高い評価を受け
る映画は 59％、評論家偏愛映画 21％、読者偏愛
映画 20％となる。最近『死ぬまでに観たい映画
1001本』という書物が出版された（Schneider, S.

図 1 2次元座標軸上にプロットされた映画評論家の順位と映画雑誌読者の順位

図 3 一致映画と不一致映画の割合

図 2 年度別に見た一致率の推移
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J., 2011）。どのような手続きで 1001本の映画が
選択されたのかは、書物の中には明確には書かれ
ていない。「良い映画とは何か」という問いに答
えることは難しいが、一致率に基づく筆者の映画
選択方法はある程度の客観性があり、優れている
のではないかと思われる。筆者のお薦め映画は、
評論家の評価と読者の評価が一致する日本映画で
ある。それを筆者は『天国まで DVD で持ってい
きたい日本映画編 706 本』と勝手に名づけてい
る。なお外国映画との比較でいえば（藤原，
2014）、日本映画の方が若干ではあるが評価の一
致率が高い。言い換えるなら読者と評論家との間
に評価の隔たりが少ない。
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Content Analysis of Films (4)
──Similarities in Japanese Film Preferences between Film Critics and Film Journal Readers──

ABSTRACT

This study illustrates communalities and similarities in Japanese film preferences

between film critics and readers of the film journal Kinema Junpō using journal rank-

ing data from 1955 to 2010. Films that commonly received rankings of lower than 20

by film critics and readers were defined as “high agreement films”. The results indi-

cated that the average agreement ratio was 75%.

Key Words: film preference, film critics, film journal readers
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